2 
地元主体の震災復興を！最賃は引き上げ！均等待遇実現！

許すな公務員賃下げ！公契約・公正取引実現！

６・２２最賃統一行動（第二次最賃デー）への参加について

連日の奮闘ご苦労様です。東日本大震災の発生から３か月余が経とうとしています。いまだに８千人以上の行方がわからず、各地の避難所では、1０万人以上の住民が不自由な生活を余儀なくされています。被災者救援、早期復旧と被災地の復興に全力をあげていくことが求められています。
被災地の復興で重要なことは、生活の再建と生活できる仕事の確保、雇用の確保です。最低賃金の大幅引き上げは、被災地の復興にとっても欠かせない重要な課題です。使用者側は、震災による景気低迷を理由として最低賃金の引き上げに異を唱えており、昨年の引き上げについても大きな不満を述べています。さらに日本経団連は震災復興プランを発表し、被災地の復興にあたっていっそうの「構造改革」を進め道州制に踏みこむなど、被災地を儲けの対象にしようとしています。

こうしたもとで実施される６・２２最賃統一行動（第二次最賃デー）は、最賃の大幅引き上げや非正規労働者の均等待遇実現、公務員の賃金引き下げ阻止、生活保護改悪反対、公務公共サービス拡充などの諸要求実現を目指す行動として重要となっています。

つきましては、各単組から積極的な参加の取り組みをお願いします。

記

Ⅰ　日　時　６月２２日（水）　早朝宣伝～座り込み終了16時半まで
Ⅱ　目的・要求
　　①　全国の最低賃金改定に大きな影響を与える中央最低賃金審議会の諮問の動向をみつつ、最賃大幅底上げ、均等待遇実現、公契約適正化の実現、公務員賃下げ反対、生活保護改悪反対等のスローガンを掲げた行動に取り組む。
　　②　震災を理由とした最賃引き上げ計画のペースダウンと公務員賃下げ、生活保護改悪、大企業一人勝ちの復興需要独占を阻止するために公務・民間一体、国民共同のたたかいを展開する。
　　③　復興局面で、さらなる真自由主義・構造改革路線の強行をすすめようとする政府・財界の動きに対し、旺盛な要請行動で対抗軸となる政策を対置し、賛同を広げる行動に取り組む。

　　厚生労働省前のロングラン座り込み（３５８分：1000円目標と642円の格差）を柱の行動にすえ、要請団・交渉団を組んで、省庁要請行動、経済団体・業界団体懇談などを展開する。国会についても情勢をみながら、議員要請を検討する。

　　④  全国各地で展開する全国統一行動日とする。中央・東京での行動展開は以下の要領で行う。
Ⅲ　　行動内容　
主催：全労連・国民春闘共闘・東京春闘共闘
１．早朝宣伝行動　
九段下・労働局前　　８：００～９：００　　　［宣伝カー］東京地評カー
（３の要請行動まで参加し、中央行動に合流して下さい）

＊最賃ビラ各1500枚
看板（「地元主体の復興・生活再建を…」、「最賃引き上げ・公務員賃下げ反対」）

２．意思統一集会
  千代田区ひまわり館　　９：００～９：３０

３．要請行動
　時間　１０：００～１１：３０

要請先：①東京経営者協会、②東商、③東京中小企業中央会、④東京都産労局、⑤東京労働局、⑥職安、⑦東京ビルメン、⑧日本チェーンストア協会、⑨日本フードサービス、⑩人材派遣協会

　

４．「中央最低賃金審議会は政労使合意の実現に向け、大幅引き上げ答申を！」

座り込み要求行動
時　間　　１０：００～１１：００
場　所　　厚生労働省前
参加体制　３００人
宣伝カー　全労連　椅子・座り込みグッズ搬送
５．「パート臨時の仲間、声をあげよう！均等待遇の実現を！」厚労省前行動　
時　間　　１１：００～１２：００
主　催　　パート臨時労組連絡会、全労連・国民春闘共闘
場　所　　厚生労働省前中心
内　容　　主催あいさつ
パート臨時の仲間による発言やパフォーマンスなど
６．最賃大幅引上げ、公務員賃金引き下げ反対！　地域格差拡大許さず、全国一律制度の実現を！　
時　間　　１２：１５～１２：５５
場　所　　人事院・厚生労働省前
宣伝カー　全労連カー（厚生労働省前）
内　容　　司　会　全労連
　　　　主催あいさつ　全労連

　　　　情勢報告
決意表明（５人）
シュプレヒコール
閉会あいさつ
７．午後の座り込み、省庁要請行動 
＊各省庁要請行動や単産独自行動への参加者は移動。
＊座り込み行動参加者は昼食休憩を交代でとる。
（１）最賃引上＆生活保護改悪反対、厚労省前座り込み行動
時　間　　１３：００～１５：００
場　所　　厚生労働省前
宣伝カー　全労連カー（厚生労働省前）
内　容　　司　会　全労連
　　　　　参加者リレー・トーク
　　　　　要請行動報告
　　　　　閉　会
シュプレヒコール
